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パリパラリンピック（以降パリ大会）は 8 月 28 日から 9 月 8 日までの 12 日間開催され、168 の国と

地域及び難民選手団、約 4,400 人が参加した。観戦チケットはロンドン大会の 275 万枚には及ばない

ものの 250 万枚が売れ、会場には多くの観客が訪れた。 

金メダル獲得数は中国が 94 個でトップ、以下イギリス（49 個）、アメリカ（36 個）と続く。メダルランキ

ング上位 10 か国のうち、1996 年以降の夏季大会の開催国は中国、イギリス、アメリカ、ブラジル、フラン

ス、オーストラリア、日本の 7 か国で、パラリンピックの自国開催が競技強化に対してポジティブな影響を

与えていることが推測される。 

 日本からは 175 人の選手が参加した。金メダルは東京大会より 1 個増え 14 個、銀 10、銅 17 の計 41

個（東京大会は 51 個）、メダルランキングで 10 位であった。リオパラリンピックでは金メダル 0、ランキン

グ 64 位だったことを考えれば、その後の選手強化は一定の水準を保っているといえよう。 

 一方で車いすテニスの小田凱人選手は自身の初戦前に「試合はあるけどテレビ放送はないらしいです」

とテレビ中継のないことの不満を示した。東京大会と比べて報道量は明らかに減少し、パラリンピックに対

する人々の関心も薄れたのではないかと不安視する向きもある。本報告書では報道量の変化などを客観

的な数字で報告している。 

 本研究プロジェクトでは、2012 年以来、パラリンピック、パラスポーツを取り巻く環境の変化を客観的

データによって明らかにしてきた。これまでの足跡は下表に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査方式
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22002222
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22002233
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((RR66))

障害者スポーツ環境
定量的調査 ○ ○ ○

先進的取り組み 定性的調査 ○ ○ ○ ○ ○

パラリンピアンの
スポーツキャリア

定量的調査 ○  

ジャパラ選手の
スポーツキャリア

定量的調査 ○ 　  

障害者スポーツ選手の
スポーツキャリア

定性的調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コロナ禍における
アスリート活動状況

定性的調査 ○

パラリンピック
指導者の現状

定量的調査 ○

障害者スポーツ
コーチ、スタッフの現状

定性的調査 ○

障害者スポーツ
競技団体活動の実態

定量的調査 ○ ○ ○

障害者スポーツ
競技団体の現状

定性的調査 ○

地域現場 地域現場の実態
定量的調査

定性的調査 ○ ○ ○

社会的認知度
パラリンピアンの
社会的認知度

定量的調査 ○ 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○

パラリンピックTV放送 定量的調査 ○ ○ ○ ○

障害者SP関連CF状況 定量的調査 ○ ○

ケーススタディ チャレンジ！ユニ★スポ
定量的調査

定性的調査 ○ ○ ○ ○ ○

大学

選手のスポー
ツキャリア

指導者

競技団体

メディア



 今年度は、障害者スポーツ選手のキャリア調査（定性的調査）、テレビメディアによる障害者スポーツ情

報発信環境調査（定量的調査）、パラリンピアンに対する社会的認知度調査（定量的調査）を実施し、テレ

ビメディアに関する調査とパラリンピアン認知度調査の結果については、2025 年 2 月に実施したメディ

ア関係者に対する懇談会を通じて情報発信したところである。本報告書はこれらの調査結果を広く情報

提供するものである。 

 第 1 章は今年度実施した障害者スポーツ選手のキャリア調査の結果を報告している。今年度は肢体不

自由の選手 7 人、視覚障害の選手 9 人、聴覚障害の選手 8 人、計 24 人のインタビュー調査を実施し

た。競技は陸上競技、水泳、射撃、カヌー、馬術、バドミントン、ラグビーなど多岐にわたっている。これまで

インタビューできていなかった聴覚障害のある選手の調査ができたことが今年度の特徴である。次年度

実施される予定のデフリンピックで選手の活躍が期待されるところであるが、そうした選手の姿の一端を

示すことができたのではないかと思う。この調査は 2019（令和 1）年から実施し、今年度で累計 100 名

のインタビューを行った。パラスポーツ関係でこれほどたくさんの選手のインタビュー調査は過去に例がな

い。ご協力いただいた選手、関係者の皆様に心より感謝したい。次年度これらの調査結果を丁寧に分析

していく予定である。 

 第 2 章はパリパラリンピックに関するテレビ報道量に関する調査の結果を報告している。北京大会

（2008 年）から東京大会（2021 年）までの調査と同様にパラリンピック大会前 1 か月間、大会期間中、

そして大会後 1 か月間の報道量を調査した。パリ大会のテレビ報道量は東京大会と比べると大きく減少

し、ロンドン大会とほぼ同じ報道量であった。東京大会に向けての放送のための準備大会としてのリオ大

会、そして国内開催となった東京大会の報道量が突出していることがわかる。次の第 3 章の結果では、他

方、パラリンピックを見なかったという人はリオ大会 39.5％、東京大会 42.6％、パリ大会 45.0％で大幅

に増加しているとはいえない。近年、大会の観戦方法はインターネットやオンデマンドコンテンツの視聴な

ど多様化してきており、テレビ報道量の減少がそのまま人々の関心の低下を示しているとはいえないかも

しれない。今後の推移を見ていく必要があるのではないだろうか。 

 第 3 章はパラリンピアンの社会認知度調査の結果を報告している。認知度が最も高かったのは、パラス

ポーツやパラリンピックに多くの人々に関心を持ってもらいたいと積極的に発言をしている車いすテニス

の小田凱人選手であった。前回までのトップが国枝選手だったことを考えるとまさに後継者といえるかも

しれない。しかしながら、個々の選手に対する認知度はこれまでの調査と比較してそれほど高まっている

とはいえない。テレビ報道量の調査結果と合わせて考えると、パラリンピック、パラスポーツ、パラリンピア

ンはまだまだメージャーとはいえないまでも、人々の関心は一定保たれているといったところが現状であ

ろうか。このほか、次年度以降開催予定のデフリンピックや愛知・名古屋アジアパラ競技大会に関する調

査結果についても報告しているが、これらの大会に関してはまだ認知度が低いと言わざるを得ない状況

である。 

  



 過年度の調査結果と合わせて、本報告書をご覧いただき、パラリンピック、パラリンピアン、パラスポーツ

を取り巻く環境や状況の変化をご確認いただければ、また質問、ご批判等いただければプロジェクトチー

ムとしても幸甚である。次年度は 100 名の方にお答えいただいたインタビュー結果をまとめるとともに、デ

フリンピック開催に合わせた調査などもできればと考えている。最後に、調査に様々な形でご協力いただ

いた皆様に心より感謝の意を表したい。ありがとうございました。 
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